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組成：金属物質（Fe, Ni）←隕石研究など

状態：液体←地震波伝搬の研究

↓

地球磁場が発生

（ダイナモ作用）



地球磁場の特徴
→ 双極子磁場（90〜95％）
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現在の地磁気偏角

日本付近の偏角 –７°(西に7°それている)



現在の地磁気伏角

日本付近の伏角 50°
(コンパスのN極が下向き50°を指す)



現在の地磁気強度(nT)

ピップエレキバンMAX200 200mT
日本付近の磁場強度 45000nT=0.045mT



過去の磁場を復元する学問
岩石磁気･古地磁気学

• マグマの冷却過程 キュリー温度

• 熱イベントの冷却過程

熱残留磁化

• 堆積物の沈降過程

堆積残留磁化

↓

岩石生成時の地球磁場を記録



古地磁気学

岩石は生成時に地球の磁場
（強度と方向）を記録する

=熱残留磁化 (火成岩)



堆積岩の場合

強磁性鉱物： マグネタイト Fe3O4

ヘマタイト Fe2O3



地球磁場方向の永年変化（日本）

偏角

伏角



過去の地球磁場（地磁気逆転史）

ブルネ期
正極性

松山期
逆極性

ガウス期
正極性

ギルバート期
逆極性



天然記念物:玄武洞(豊岡市)



地磁気縞模様と地磁気逆転

ブルネ

松山

ガウス

ギルバート



過去の地球磁場の逆転史

中生代=白亜紀 新生代

新生代

中生代=白亜紀中生代=ジュラ紀

現在
古第三紀 新第三紀

古第三紀



地球磁場の働き 太陽風の遮蔽

陽子と電子（プラズマ）の
高速流（平均秒速 〜500km）

太陽風



磁力線の開いた領域
オーロラドーナツ



オーロラの見られる
地域（北半球）



太陽風の遮蔽と
オーロラの発生



北極地域のオーロラ





南極地域のオーロラ





木星のオーロラ



日本で見られたオーロラ



以前の太陽（黒点）活動期 1989年、2001年、
2012年（?）、2023年(?）；11年周期

冬は北半球・アラスカ、北欧
夏は南半球・南米チリ、南極

オーロラを見よう！



現在の太陽

2021年1月22日

黒点数 24



現在、太陽の活動度が低下している

サイクル24

232２21



最近の黒点数推移

2020年12月２３日～2021年1月22日



次のサイクル25はどうなるのか?

小氷期



太陽活動や地球磁場が弱まり、宇宙線の流入量が増えると
地球での雲の形成量が増える → 気温が低下する
2030年頃から氷期!?



生命を守る地球磁場

ミツバチ、鮭、鳩などの帰巣本能

バクテリア(magnetobacteria)

北半球のバクテリア 水中を北向きに泳ぐ

南半球のバクテリア 水中を南向きに泳ぐ

何故?

北半球

北
SN

マグネトソーム：小さなマグネタイト（Fe3O4)粒子の集合

南半球では逆



N

S地球磁場の平均的な状態

tan	  I	  =	  2	  tan	  φ
I：伏角
φ：緯度

地表
磁力線

地平線
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磁場ベクトル

自転軸 2 tanΦ

ある地点の磁場方向と磁極は一対一対応



バクテリアの泳ぐ方向
嫌気性

北半球
南半球

北半球の磁場 南半球の磁場

北 南

バクテリア

地球磁場を利用して生き延びている



地球磁場の逆転過程
復元された逆転の様子

磁場強度変化

偏角変化

伏角変化

最大１万年



最近の地球磁場強度変化

400年で20％程度減少



生物の
絶滅と進化

新生代

中生代

古生代

先カンブリア紀

6500万
年

2億4500万
年

5億4200万
年



人類は（も）絶滅する!?

映画“The Core”を観てください。


